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公
正
、
曾
平
信
藩
医
と
大
暑
に

教
員
採
用
信
頼
性
確
保
を

高
知
塚
地
県
議
が
教
委
追
及

日
本
共
産
党
の
塚
瑠
偉

智
高
知
県
議
は
7
日
の
県

議
会
で
、
不
透
明
な
教
員

採
用
の
二
つ
の
異
体
的
事

例
を
示
し
、
「
教
員
採
用

に
お
け
る
信
頼
性
の
確
保

は
教
育
行
政
の
根
幹
だ
」

と
た
だ
し
ま
し
た
。

一
つ
目
は
競
技
ス
ポ
ー

ツ
の
指
導
書
重
昂
校
教
諭

と
し
て
採
用
す
る
特
別
選

考
（
定
数
5
人
）
で
、
1

月
末
の
公
表
か
ら
わ
ず
か

2
週
間
で
受
け
付
け
が
締

め
切
ら
れ
、
応
募
方
法
は

教
育
委
員
会
の
ホ
ー
ム
ペ

ー
ジ
で
紹
介
さ
れ
た
だ

け
。
選
考
も
実
績
表
の
提

出
と
、
A
4
の
用
紙
1
枚

に
応
募
の
理
由
な
ど
を
書

き
、
2
0
分
間
の
面
接
と
い

う
簡
易
な
内
容
で
す
。

塚
地
県
議
は
「
最
初
か

ら
採
用
予
定
者
が
決
ま
っ

て
い
た
の
で
は
な
い
の
か

と
現
場
か
ら
疑
義
の
声
が

上
が
っ
て
お
り
、
教
員
委

員
会
の
責
任
は
重
大
だ
」

と
批
判
し
ま
し
た
。

二
つ
目
は
特
定
の
大
学

に
教
員
推
薦
枠
を
設
け
る

も
の
で
、
塚
地
氏
は
「
特

定
の
大
学
へ
の
利
益
供
与

に
つ
な
が
る
可
能
性
が
あ

る
」
と
指
摘
し
ま
し
た
。

田
村
壮
児
教
育
長
は

「
採
用
に
関
す
る
個
別
具

体
的
な
こ
と
は
教
育
長
に

ゆ
だ
ね
ら
れ
て
い
る
」
と

強
弁
し
ま
し
た
。

ト
し
ん
ぶ
ん
石
碑

日
刊
貌
よ
1
競

の
2
景
毘
書
直

白
一
隊
六
分
明
か
で
匂
東
砂
〇

人
寿
J
停
タ
ラ
イ
回
し
再
‥

鼠
径
q
げ
臼
、
日
箕
残
鰐
か

蕃

籍

鹿

袋

崖

婆

為

替

番

と
、
要
人
夕
が
ラ
登
園
衝
鮫
坊

轍
避
暑
十
ゆ
る
貴
箆
寄
書
提
桑

士
轟
園
か
「
胃
か
弓
馬
与

で
も
叔
五
官
其
猫
、
金
森
乱
舞

は、い
諾
否
」
と
鶉
、
和
中
根
が

「
南
メ
ー
タ
が
弓
の
親
疎
は
∵
テ

感
電
壱
窃
く
塵
で
は
有
ペ
亨
」
と

蛍
電
C
姐
掲
い
香
し
吾
。
欝
の
食

と
蒼
（
牽
牛
／
）
集
を

求

に

。

　

脊

雪

原

の

｛
雪
意
、
藍
色
藁

箆
的
－
広
師
範
貫
信
反

対
。
鹿
瀬
偽
懲
撃
、

覿
常
盤
斧
や
同
約
常

独
古
の
仁
争
財
産
総

を
吾
て
て
暴
轡
C
と
唾
人

ま

し

占

。

露

命
の
霞
、
驚

遊
ば
．
4
月
台
の
稜
獄
－

源
命
曾
暑
い
ノ
鼻
先


